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国
へ
の
５
つ
の
要
請

１
、
原
子
力
発
電
の
意
義
と
再
起
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
特
に
電
力
の
大
消
費
地
で
あ
る
関

　
　

西
圏
の
方
々
の
理
解
を
得
る
た
め
、
国
に
お
い
て
尽
力
す
る
こ
と

２
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
方
々
へ
の
各
種
の
補
償
に
つ
い
て
、

　
　

国
が
責
任
を
持
っ
て
遂
行
し
て
い
く
こ
と

３
．
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
に
よ
り
、
原
子
力
安
全
規
制
体
制
に
対
す
る
信
頼

　
　

が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
原
子
力
規
制
庁
を
立
ち
上
げ
、
規
制
機

　
　

関
と
し
て
の
実
効
性
と
透
明
性
を
高
め
、
国
民
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
こ
と

４
、
大
飯
発
電
所
付
近
に
あ
る
３
つ
の
活
断
層
が
連
動
し
た
場
合
に
大
飯
発
電
所
が
受
け
る
地
震

　
　

動
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
り
技
術
的
に
審
査
し
、
発
電
所
の
安
全
性
を
早
期
に
確
認
す
る
こ
と

５
、
国
に
お
い
て
、
町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
や
再
起
動
の
必

　
　

要
性
に
つ
い
て
、
町
民
説
明
会
に
説
明
者
を
派
遣
し
、
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と

に
つ
い
て
」
の
町
民
説
明
会
を
総
合
運
動
公

園
・
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

町
民
説
明
会
に
は
５
４
６
人
の
町
民
が

出
席
し
、
柳
澤
光
美
経
済
産
業
副
大
臣
か
ら

安
全
対
策
や
再
起
動
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
柳
沢
副
大

臣
か
ら
の
説
明
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間

が
と
ら
れ
、
８
人
の
方
か
ら
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
午
後
７
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
説
明

会
は
予
定
時
間
を
約
10
分
延
長
し
、
午
後
９

時
10
分
に
終
了
し
ま
し
た
。

大飯発電所３・４号機大飯発電所３・４号機
再起動にかかる再起動にかかる町民説明会町民説明会

企画課　☎企画課　☎7777・１１１１・１１１１

　

４
月
14
日
、
時
岡
町
長
と
新
谷
議
長
が
、

枝
野
経
済
産
業
大
臣
と
面
談
し
、
大
飯
発
電

所
３
・
４
号
機
の
再
起
動
に
関
し
、
野
田
総

理
大
臣
以
下
関
係
四
閣
僚
の
会
合
に
お
い
て
、

安
全
性
と
必
要
性
を
確
認
で
き
た
と
い
う
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
同
時
に
、
立
地
町
と
し

て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
町
か
ら
国
へ
左
の
５
つ
の
事
項

を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
の
要
請
の
５
に
対
し

て
国
が
応
じ
、
４
月
26
日
㈭
夜
、「
大
飯
発
電

所
３
・
４
号
機
の
安
全
性
と
再
起
動
の
必
要
性

国
へ
の
５
つ
の
要
請

１
、
原
子
力
発
電
の
意
義
と
再
起
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
特
に
電
力
の
大
消
費
地
で
あ
る
関

西
圏
の
方
々
の
理
解
を
得
る
た
め
、
国
に
お
い
て
尽
力
す
る
こ
と

２
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
方
々
へ
の
各
種
の
補
償
に
つ
い
て
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
遂
行
し
て
い
く
こ
と

３
．
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
に
よ
り
、
原
子
力
安
全
規
制
体
制
に
対
す
る
信
頼

が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
原
子
力
規
制
庁
を
立
ち
上
げ
、
規
制
機

関
と
し
て
の
実
効
性
と
透
明
性
を
高
め
、
国
民
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
こ
と

４
、
大
飯
発
電
所
付
近
に
あ
る
３
つ
の
活
断
層
が
連
動
し
た
場
合
に
大
飯
発
電
所
が
受
け
る
地
震

動
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
り
技
術
的
に
審
査
し
、
発
電
所
の
安
全
性
を
早
期
に
確
認
す
る
こ
と

５
、
国
に
お
い
て
、
町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
や
再
起
動
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
町
民
説
明
会
に
説
明
者
を
派
遣
し
、
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と

（写真）４月１４日㈯に行われた枝野大臣と
　　　  時岡町長、新谷議長との面談
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町民説明会開催までの経緯

三
大
臣
に
よ
る
決
定　

平
成
23
年
７
月
11
日

　

・
我
が
国
の
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
の
確
認
に
つ
い
て

関
西
電
力
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
へ
の
提
出

　

・
大
飯
３
号
機　

平
成
23
年
10
月
28
日

　

・
大
飯
４
号
機　

平
成
23
年
11
月
17
日

原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
よ
る
評
価

　

・
意
見
聴
取
会
（
計
８
回
）

　

・
保
安
院
に
よ
る
確
認　

平
成
24
年
２
月
13
日

　

・
原
子
力
安
全
委
員
会
へ
の
送
付　

平
成
24
年
２
月
13
日

原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
る
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
評
価
結
果
確
認

　

・
外
部
有
識
者
の
参
加
に
よ
る
検
討
会
（
計
５
回
）

　

・
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
る
確
認　

平
成
24
年
３
月
23
日

四
大
臣
に
よ
る
確
認

　

・
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
四
大
臣
会
合
（
計
６
回
）

　

・
再
起
動
に
あ
た
っ
て
の
安
全
性
に
関
す
る
判
断
基
準　

平
成
24
年
４
月
６
日

　

・
再
起
動
に
関
す
る
四
大
臣
の
判
断　

平
成
24
年
４
月
13
日

地
元
へ
の
説
明

　

・
枝
野
経
済
産
業
大
臣
が
福
井
県
を
訪
問　

平
成
24
年
４
月
14
日

　
　
（
西
川
福
井
県
知
事
、
時
岡
町
長
・
新
谷
議
長
に
説
明
）

お
お
い
町
町
民
説
明
会　

平
成
24
年
４
月
26
日

二
度
と
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

　

お
お
い
町
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
原
発
立

地
自
治
体
と
し
て
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め

に
40
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
大
変
な
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
関
し
ま
し
て
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
、
と
り
わ
け
お

お
い
町
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
ご
心
配
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。
あ
の
よ
う
な
事
故
を
二
度
と
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
従
来
の
安
全
対
策
に
加
え
、
昨

年
３
月
の
緊
急
安
全
対
策
、４
月
の
外
部
電
源
対
策
、

６
月
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
な
ど
、
事
故

の
教
訓
を
生
か
し
た
具
体
的
な
安
全
対
策
を
次
々

に
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
政
府
と
し
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
技

術
的
な
確
認
結
果
を
受
け
、
今
年
４
月
13
日
に
「
原

子
力
発
電
に
関
す
る
四
大
臣
会
合
」
で
、関
西
電
力
・

大
飯
発
電
所
３
・
４
号
機
の
再
起
動
に
関
し
て
、
東

京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
よ
う

な
地
震
・
津
波
に
襲
わ
れ
て
も
、
燃
料
損
傷
に
至
ら

な
い
た
め
の
対
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
放
射
性
物
質

の
大
量
な
環
境
放
出
を
防
止
す
る
十
分
な
安
全
性

と
必
要
性
が
存
在
す
る
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

原
子
力
発
電
所
の
再
起
動
に
つ
い
て
は
、
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
の
一
次
評
価
の
結
果
に
よ
り
判
断
す

る
こ
と
が
政
府
の
方
針
と
し
て
決
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
関
西
電
力
が
大
飯
３
・
４
号
機

の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
一
次
評
価
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
確
認
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
に
よ
る
安
全
規
制
を
中
立
的
な

立
場
か
ら
指
導
す
る
原
子
力
安
全
委
員
会
が
そ
の

結
果
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
機
関
だ
け
で
な
く
、
国
連
の
国
際
機
関

と
し
て
、国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）か
ら
も
、

日
本
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
手
法
に
つ
い
て
確
認

を
受
け
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
安
全
基
準
と
整
合
し
て
い

る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の

結
果
、
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を

襲
っ
た
よ
う
な
地
震
・
津
波
が
来
て
も
、
大
飯
３
・

４
号
機
を
安
全
に
冷
却
で
き
る
こ
と
が
専
門
家
に

よ
っ
て
技
術
的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
確

認
結
果
を
受
け
、「
原
子
力
発
電
に
関
す
る
四
大

臣
会
合
」
を
６
回
に
わ
た
り
開
き
、
今
回
の
判
断

に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
事
故
後
の
プ
ラ
ン
ト
の
デ
ー
タ
や
地

（
４
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

再
起
動
の
判
断
に
つ
い
て

東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力

　
　
　
　

発
電
所
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
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性
は
確
認
済
み
で
す
が
、
さ
ら
な
る
安
全
性
・
信

頼
性
の
向
上
を
求
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

の
教
訓
と
し
て
最
も
重
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
、「
安
全
神
話
」
と
決
別
す
る
こ
と
で
す
。
リ

ス
ク
と
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
常
に
さ
ら
な
る
安
全

性
・
信
頼
性
を
絶
え
間
な
く
追
求
し
続
け
る
と
い

う
新
し
い
安
全
文
化
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。（
基
準
３
）
は
、
今
回
の
実
施
計
画
に
記
載

さ
れ
て
い
る
全
て
の
対
策
が
完
了
し
て
も
、
そ
れ

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、さ
ら
な
る
対
策
を
見
つ
け
、

そ
れ
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る

も
の
で
す
。

　

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
な
岐
路
に

あ
り
ま
す
。
中
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
対
策
、

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
利
用
、
③
化

石
燃
料
の
有
効
活
用
、
④
原
子
力
発
電
へ
の
依
存

度
を
で
き
る
限
り
低
減
、
と
い
う
４
つ
を
基
本
的

方
向
と
し
て
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
て
い
ま

す
。
中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見
直
し
の
議
論

は
継
続
し
て
い
き
ま
す
が
、
日
本
社
会
お
よ
び
日

本
経
済
の
現
実
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
基
幹
電

源
と
し
て
電
力
供
給
を
担
っ
て
き
た
原
子
力
発
電

を
、
安
全
性
確
保
と
さ
ら
な
る
信
頼
性
向
上
を
妥

協
無
く
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

電
力
需
給
に
つ
い
て
、
昨
年
の
夏
は
、
関
西
電

力
管
内
の
皆
さ
ま
に
も
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
無
事
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ

の
際
、
電
力
供
給
の
10
％
以
上
を
担
っ
て
い
た
原

子
力
発
電
所
は
現
在
、
起
動
し
て
い
ま
せ
ん
。
関

西
電
力
は
、
老
朽
化
し
て
長
期
間
使
っ
て
い
な

か
っ
た
火
力
発
電
所
を
再
び
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

最
大
限
の
供
給
力
の
積
み
増
し
の
努
力
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の
原
子
力
発
電

所
が
起
動
さ
れ
ず
、
今
年
の
夏
が
一
昨
年
並
の
猛

暑
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
節
電
を
織
り
込
ん
だ
と

し
て
も
、
15
％
程
度
の
電
力
不
足
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

当
然
、今
後
と
も
電
力
不
足
を
埋
め
る
努
力
は
、

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
非
常
に
厳

し
い
レ
ベ
ル
の
電
力
不
足
に
直
面
し
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
お
お
い
町
の
み
な
ら
ず
、

関
西
圏
の
経
済
お
よ
び
皆
さ
ま
の
生
活
、
ひ
い
て

は
、
日
本
全
体
の
経
済
と
国
民
生
活
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
大
飯
３
・
４

号
機
の
再
起
動
は
、
大
変
重
要
な
課
題
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
度
、
原
子
力
発
電
所
が
起
動
し
な
い

場
合
に
は
、
電
力
会
社
の
燃
料
費
は
、
全
国
で
年

間
約
３
兆
円
増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
燃

料
費
の
増
加
が
続
け
ば
、
電
気
事
業
者
が
ど
れ
だ

け
効
率
化
を
追
求
し
て
も
、
そ
れ
で
吸
収
で
き
る

規
模
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
力
会
社
の
最
大
限
の

効
率
化
努
力
を
前
提
と
し
て
も
、
い
ず
れ
電
気
料

金
の
値
上
げ
は
避
け
ら
れ
ず
、
国
民
負
担
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
影
響
は
、
電
炉
、
鋳
物

等
の
電
力
多
消
費
産
業
、特
に
中
小
企
業
に
お
よ
び
、

こ
う
し
た
状
況
が
長
引
け
ば
、
企
業
活
動
の
縮
小
、

海
外
移
転
の
加
速
化
・
国
内
雇
用
の
減
少
を
招
き
、

日
本
経
済
、
ひ
い
て
は
地
域
経
済
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

再
起
動
の
必
要
性
に
つ
い
て

再
起
動
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　

安
全
性
判
断
基
準
に
つ
い
て

震
に
よ
る
影
響
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
詳
細

か
つ
徹
底
し
て
行
っ
た
結
果
、
政
府
と
し
て
は
次
の

「
基
本
的
な
理
解
」
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
地
震
に
よ
り
外
部
電
源
は
失
わ
れ
た
が
、
原
子
炉

は
自
動
停
止
し
、
主
要
な
安
全
設
備
は
正
常
に
作
動

し
た
。
経
年
変
化
に
よ
る
劣
化
を
考
慮
し
て
も
、
地

震
力
に
よ
る
影
響
は
許
容
値
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
今
回
の
地
震
動
が
、
そ
の
機
能
を
失
う

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

②
津
波
に
よ
り
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
や
配
電

盤
等
の
発
電
所
内
の
電
気
設
備
が
水
没
ま
た
は
水
を

か
ぶ
っ
て
使
用
不
可
能
と
な
り
、
す
べ
て
の
交
流
電

源
が
失
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
そ

の
後
の
事
象
進
展
の
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
原
因
に
つ
い
て
の
「
基
本
的

な
理
解
」
は
、
政
府
事
故
調
査
委
員
会
で
も
、
原
子

力
安
全
・
保
安
院
の
意
見
聴
取
会
で
も
共
通
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
が
全
く
関
与
し
て
い

な
い
民
間
独
立
事
故
検
証
委
員
会
で
も
、
事
故
原

因
に
つ
い
て
、異
な
る
結
果
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

福
島
の
事
故
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
政
府
は
電
気

事
業
者
に
対
し
、
多
く
の
対
策
や
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
関
係
性
や

全
体
像
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
四
大
臣
会
合
で
、
分
か
り
や
す
い
形

に
改
め
て
整
理
し
、「
原
子
力
発
電
所
の
再
起
動
に

あ
た
っ
て
の
安
全
性
に
関
す
る
判
断
基
準
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
の
「
判
断
基
準
」
は
、震
災
後
の
様
々

な
検
討
の
積
み
上
げ
を
整
理
し
た
集
大
成
で
す
。

（
基
準
１
）
外
部
電
源
お
よ
び
非
常
用
所
内
電
源
を
喪

失
し
て
も
事
態
の
悪
化
を
防
ぐ
安
全
対
策
の
実
施

（
基
準
２)

東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
並
み
の
、
想
定
値
を
超
え
た
地
震
・
津

波
に
襲
わ
れ
て
も
、
冷
却
機
能
を
維
持
し
、
燃
料

損
傷
に
至
ら
な
い
こ
と
の
確
認

（
基
準
３)

事
業
者
に
よ
る
さ
ら
な
る
安
全
向
上

策
の
期
限
付
き
実
施
計
画
、
新
規
制
へ
の
迅
速
な

対
応
、
自
主
的
な
安
全
確
保
の
姿
勢

（
基
準
３
）
は
、
実
施
済
み
の
対
策
も
含
め
た
全

項
目
に
つ
い
て
、
実
施
期
限
を
定
め
た
計
画
の
策

定
と
、
そ
の
着
実
な
実
施
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
基
準
１
）
と
（
基
準
２
）
に
よ
っ
て
、
大
飯
３
・

４
号
機
は
、「
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
の
よ
う
な
地
震
・
津
波
に
襲
わ
れ
て

も
安
全
に
原
子
炉
を
冷
却
で
き
る
」
だ
け
の
安
全
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大
飯
発
電
所
周
辺
の
３
つ
の
活
断
層
が
連
動
し

た
時
の
評
価
に
関
す
る
数
値
の
根
拠
に
つ
い
て
、
も

う
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

免
震
棟
な
ど
こ
れ
か
ら
整
備
さ
れ
る
予
定
の

対
策
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
で
き
て
い
な
い
状
況

で
再
起
動
し
て
も
大
丈
夫
な
の
で
す
か
。

安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　

免
震
事
務
棟
は
、
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
代
わ
る
対
策
を
指
揮
す
る
ス
ペ
ー
ス
が

３
７
６
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
地
震
や
津
波

に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
、
放
射
性
物
質
を
排
除
で

き
、
原
子
炉
建
屋
の
中
に
あ
り
、
代
替
機
能
を
果

た
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
他
に
は
フ
ィ
ル
タ
ー
付

き
ベ
ン
ト
で
す
が
、
大
飯
発
電
所
の
よ
う
な
加
圧

水
型
の
原
子
炉
で
は
、
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
放
射
能

を
帯
び
て
い
な
い
水
を
蒸
気
と
し
て
大
気
に
放
出

す
る
こ
と
で
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
格
納
容
器
も
東
京
電
力
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
１
号
機
と
比
べ
る
と
約
10
倍
の
大

き
さ
が
あ
る
の
で
、
万
一
炉
心
が
損
傷
し
て
も
水

素
爆
発
が
相
対
的
に
起
こ
り
に
く
く
、
格
納
容
器

破
損
に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
外
部
に
大
量
に
放

出
さ
れ
る
可
能
性
が
相
対
的
に
低
い
と
言
え
ま

す
。
万
一
の
格
納
容
器
の
内
部
の
圧
力
上
昇
に
備

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト

設
備
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
、
平
成
27
年
ま
で

に
設
置
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
　

日
本
で
は
ト
リ
ウ
ム
発
電
に
は
ど
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
か
。

　
　

現
在
、
日
本
で
は
ト
リ
ウ
ム
発
電
の
技
術
は
研

究
段
階
で
実
証
炉
ま
で
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
非
常
に

高
温
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
絶
え
う
る
金
属
が
開
発

で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

　
　

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
対
策
・
対
応
を

し
っ
か
り
と
し
て
ほ
し
い
。

　
　

福
島
の
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
は
発
電
所
か
ら

　
　

３
つ
の
活
断
層
が
連
動
し
た
場
合
の
地
震
の
揺

れ
は
７
６
０
ガ
ル
と
い
う
数
値
は
断
層
法
と
い
う

方
法
で
算
出
し
て
い
ま
す
。
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
法

と
い
う
別
の
方
法
で
も
、
現
在
算
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
７
６
０
ガ
ル
を
下
回
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
断
層
が
同
時
に
動

く
こ
と
は
非
常
に
考
え
に
く
い
の
で
す
が
、
万
一

起
こ
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度
な
の
か
知
る
た
め
、

念
の
た
め
に
評
価
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
７
６
０

ガ
ル
と
い
う
数
字
は
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
で
評
価

し
た
安
全
裕
度
で
あ
る
１
２
６
０
ガ
ル
の
範
囲
内

で
す
。
そ
の
地
震
が
起
き
て
も
発
電
所
の
安
全
は

維
持
さ
れ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
キ
ロ
以
内
に
あ
り
ま
し
た
が
、
公
衆
回
線
を
使
っ

て
い
た
た
め
全
て
使
え
ず
、
一
部
の
衛
星
回
線
で
連

絡
を
と
る
と
い
う
よ
う
に
十
分
な
連
絡
機
能
が
取
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
反
省
点
と
し
て
あ
り
ま
す
。
オ
フ

サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
と
自
治
体
が
衛
星
回
線
を
多
重
化

し
、
強
固
な
回
線
を
備
え
る
よ
う
、
補
正
予
算
な
ど

で
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

電
力
需
給
に
つ
い
て

　
　

大
飯
発
電
所
が
再
起
動
し
な
い
と
ど
う
し
て
も

関
西
地
域
の
電
力
は
不
足
す
る
の
で
す
か
。

　
　

原
子
力
規
制
庁
を
設
置
し
て
規
制
局
へ
の
信

頼
性
を
回
復
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

四
月
に
発
足
す
る
予
定
で
し
た
が
、
国
会
の

審
議
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
政
府
と
し
て
は
審

議
を
す
み
や
か
に
行
い
、
至
急
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
へ
の
理
解
に
つ
い
て

　
　

報
道
を
見
て
い
る
と
、
立
地
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
悪
者
の
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
す
。
国
の
責
任
に

　
　

需
要
に
つ
い
て
、
関
西
圏
で
は
昨
年
、
10
％
の

節
電
を
要
請
し
、
８
％
の
節
電
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
水
準
で
も
５
％
不
足
し
ま
す
。

電
気
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
な
ら
大
丈
夫
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
火
力
発
電
所
は
頻
繁
に
止
ま
っ

て
お
り
、
そ
う
な
る
と
突
然
、
何
十
万
ｋ
ｗ
の
電

源
が
落
ち
る
た
め
、
停
電
に
備
え
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
点
も
考
慮
し
ま
す
と
15
〜
20
％
電
力

需
給
に
差
が
あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
需
給

対
策
と
し
て
、自
家
発
電
に
対
す
る
補
助
金
や
、細
々

と
し
た
電
気
を
取
引
所
で
買
い
取
る
た
め
の
取
引

所
の
改
革
、
大
口
需
要
家
と
ピ
ー
ク
時
間
帯
需
給

調
整
契
約
を
徹
底
的
に
結
ぶ
よ
う
関
西
電
力
に
依

頼
す
る
な
ど
、
万
全
の
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
や
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
電
力
需
給
差

を
埋
め
る
ま
で
に
は
到
底
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

お
い
て
し
っ
か
り
と
説
明
し
、
最
終
的
に
国
民
が
納

得
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
至
急
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

立
地
地
域
が
一
番
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
こ

と
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
西
方
面
に
も
し
っ
か
り
と
説
明
に
行
き
、
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
日
本
が
思
い
や
り
や

助
け
合
い
の
あ
る
社
会
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

て
い
ま
す
。
代
替
と
な
る
発
電
方
法
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
形
の
原
子
力
発
電
技
術
な
ど
も
視
野
に
入

れ
、最
大
限
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
町
民
説
明
会
の
議
事
録
に
つ
い
て
は
町
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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２
０
１
０
年
六
月
に
刊
行
し
た
拙

著
『
自
宅
で
大
往
生
』（
中
公
新
書
ラ

ク
レ
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の

ア
マ
ゾ
ン
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
再
浮
上

し
た
理
由
は
、『
大
往
生
し
た
け
り
ゃ

医
療
と
関
わ
る
な
』（
幻
冬
舎
新
書
）

と
い
う
本
が
爆
発
的
に
売
れ
、
そ
れ

に
便
乗
し
て
い
る
か
ら
で
し
た
。
四

月
末
の
時
点
で
43
万
部
を
突
破
し
て

い
る
ら
し
い
の
で
す
。
し
か
も
、
こ

の
著
者
の
名
前
が
私
と
は
一
字
違
い

の 〝
中
村
仁
一
氏
〞
な
の
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
死
に
つ
い
て
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い

内
容
で
す
。

　

行
き
過
ぎ
た
医
療
行
為
が
必
ず
し

も
患
者
さ
ん
に
良
い
影
響
を
与
え
な

い
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
多
く
の
医
療
現
場
は
、

可
能
な
限
り
最
新
の
高
度
な
医
療
技

術
を
注
ぎ
込
む
こ
と
を
な
か
な
か
や

め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
の
全
て
が

悪
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
結
果
的

に
死
ぬ
に
死
に
き
れ
な
い
人
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

今
年
の
一
月
に
な
っ
て
よ
う
や

く
日
本
老
年
医
学
会
が
人
工
呼
吸
器

装
着
な
ど
に
対
し
「
治
療
の
中
止
や

差
し
控
え
も
選
択
肢
と
し
て
考
慮
す

る
」
必
要
性
を
明
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
自
身
は
延
命
治
療
に

拒
否
的
で
も
、
い
ざ
家
族
が
そ
れ
を

要
す
る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

ど
う
す
る
か
？
お
そ
ら
く
拒
否
し
た

ら
家
族
を
見
殺
し
に
す
る
よ
う
な
錯

覚
を
覚
え
る
の
で
し
ょ
う
。
仁
一
先

生
に
よ
る
と
、
実
際
、
拒
否
す
る
家

族
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

な
ぜ
そ
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
死
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を

忌
み
嫌
い
、
誰
に
で
も
必
ず
起
こ
り

う
る
死
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
避

け
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

仁
一
先
生
は
「
死
を
考
え
る
こ
と

は
生
き
方
の
チ
ェ
ッ
ク
」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
そ
う
で
す
。

自
分
や
家
族
の
死
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
決
し
て
縁
起
が
悪
い
こ
と
で

は
な
く
、
限
り
あ
る
人
生
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
に
も
な
り

え
ま
す
。
八
年
前
に
一
度
死
に
か
け

た
経
験
の
あ
る
私
に
は
、
よ
く
理
解

で
き
る
こ
と
で
す
。

　

さ
て
さ
て
、「
大
往
生
」
と
「
中
村
○

ん
い
ち
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
繋
が
っ
た
不
思
議
な
ご
縁
は
、
こ

れ
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
は
共
通
の
知
り
合
い
が
い
た
の

で
す
。そ
れ
は
介
護
総
合
研
究
所〝
元

気
の
素
〞
を
主
催
す
る
介
護
業
界
の

カ
リ
ス
マ
講
師
、
上
野
文
規
さ
ん
で

す
。
上
野
さ
ん
は
私
と
同
郷
（
坂
井

市
）
で
、
昨
年
の
い
き
い
き
祭
の
講

師
を
お
願
い
し
た
方
で
す
。

　

仁
一
先
生
は
京
都
山
科
の
老
人

ホ
ー
ム
「
同
和
園
」
の
附
属
診
療
所

所
長
で
す
が
、
こ
の
施
設
の
職
員
研

修
で
定
期
的
に
技
術
指
導
に
入
っ
て

い
る
の
が
上
野
さ
ん
な
の
で
す
。

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
繋
が
っ
て
い
た

奇
跡
的
な
ご
縁
で
す
！
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
話
は
進
み
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

ん
と
、
上
野
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
、
私
と
仁
一
先
生
を
交
え
た
３
人
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が
５
月
27
日
に
大
阪
の

「
サ
ン
ケ
イ
ブ
リ
ー
ゼ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
」

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
記
事
が
出
る
こ
ろ
に
は
終
わ
っ
て

い
ま
す
が
、必
ず
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
ね
。

な
ご
み
診
療
所　
　

☎
77
・
２
７
５
３

　
　

  

※
健
康
保
険
証
は
、
月
に
１
度
必
ず
窓
口
で
お
見
せ
下
さ
い
。

　
　
　

※
診
察
予
約
な
ど
の
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

こ
ち
ら

 　

な
ご
み
診
療
所

　

朝
起
き
て
、
夜
眠
る
。
こ
れ
は
多
く

の
人
が
普
通
の
生
活
を
送
る
上
で
大

切
な
こ
と
で
す
。
眠
れ
な
い
と
、
次
の

日
の
体
は
重
く
、
車
の
運
転
を
す
る
人

は
居
眠
り
の
も
と
に
な
り
、
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

眠
れ
な
い
事
の
原
因
に
は
、
動
悸
や

息
切
れ
な
ど
の
辛
さ
か
ら
く
る
も
の

や
、
ス
ト
レ
ス
・
う
つ
病
か
ら
く
る
も

の
、
薬
の
副
作
用
に
よ
る
も
の
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、眠
れ
な
い
と
一
口
に
言
っ

て
も
、
寝
付
き
が
悪
い
、
寝
て
も
す

ぐ
に
目
が
覚
め
る
、
朝
早
く
目
が
覚

め
て
し
ま
い
も
う
眠
れ
な
い
、
起
き

た
時
に
熟
睡
感
が
な
い
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
、
タ
イ
プ
ご
と
に

治
療
は
異
な
り
ま
す
。
動
悸
や
息
切
れ

が
原
因
の
場
合
に
は
、
ま
ず
は
そ
の
症

川﨑 佑輝 医師

状
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
し
、
う
つ
病
で
は
抗
う
つ
薬
な
ど
も

使
う
事
に
な
り
ま
す
。
布
団
に
入
っ
て

も
何
と
な
く
足
下
が
気
に
な
っ
て
眠

れ
な
い「
ム
ズ
ム
ズ
足
症
候
群
」や「
周

期
性
四
肢
運
動
障
害
」
な
ど
意
外
な
病

気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

薬
の
副
作
用
で
不
眠
症
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
え
る
の
で
、
多
く
の
薬

を
飲
ん
で
い
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。

　

ま
た
、
強
す
ぎ
る
睡
眠
薬
を
使
っ
て

い
る
と
、
日
中
も
ぼ
ー
っ
と
し
て
し
ま

い
、
そ
れ
が
原
因
で
転
ん
だ
り
、
む
せ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
睡
眠
薬

自
体
に
は
依
存
性
は
な
く
、
飲
ま
な
い

と
眠
れ
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
夜
眠
れ
な
く
て
困
っ
て
い

る
、
ま
た
は
薬
が
効
き
す
ぎ
て
ぼ
ー
っ

と
し
て
い
る
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま

し
た
ら
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。

「
眠
れ
な
い
！
」

「
眠
れ
な
い
！
」

大
往
生
つ
な
が
り
の
不
思
議
な
ご
縁

 　
　
〜
中
村
仁
一
＆
伸
一
〜 

第
二
報
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地域包括支援センターからの
お　知　ら　せお　知　ら　せ

お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

すこやか介護用品支給事業
　すこやか介護用品支給事業は、おむつ等の介護用品の費用を助成する制度です。

対　象　者　
介護保険で要支援以上と認定された方、もしくは、それ相当と認められる方
　　（介護保険施設に入所中・入院中の方は利用できません）

１．利用者の体格に合ったサイズを選びましょう。
２．おむつは進化しています。形もパンツタイプ、テープで
　　固定するタイプ、尿パットなどさまざま。そして、夜用
　　に尿の吸収量が多いもの、ギャザーの有無、テープの位
　　置・形状など特徴もさまざまです。　 
　　利用者の身体の状態と生活に合ったおむつを選びましょう。
３．おむつは肌荒れと尿漏れを予防するため、適度に交換し
　　ましょう。おむつによって吸収量が異なりますので、交
　　換の目安はパッケージを確認しましょう。

　　おむつの使い方アドバイス

対象になる介護用品
紙おむつ　防水シーツ　おむつカバー　使い捨て手袋　おしりふき
※月１８，０００円まで

利用者負担割合
７月から利用者負担割合が次のとおりとなります。
○生活保護世帯　　　　無料
○町民税非課税世帯　　介護用品代の５％
○町民税課税世帯　　　介護用品代の１５％

介護用品指定取扱店
次の指定取扱店でご購入いただきます。
○有限会社しむら（本郷）　○イーアス株式会社（本郷）　○クオール薬局（本郷）
○くすりや渋谷（名田庄久坂）　○小間薬局（名田庄三重）

申請方法
毎年７月１日をもって更新しますので、すでにご利用の方には更新のご案内をしております。
新たに介護用品を必要とされる方は、年間通じてお申込みを受け付けておりますので、
お気軽にお問い合わせください。

　　おむつについて困ったことがあったら、ご相談ください。
　　また、介護教室で講習を行う予定ですのでぜひご利用
　　ください。
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産シイタケをブランドに
シイタケ菌床培養施設竣工式町

　町産シイタケの生産拡大のため、平成２３年９月に着工

したシイタケ菌床培養施設（三森区）が完成し、竣工式が

行われました。

　シイタケの培養、栽培はこれまで、きのこの森のきのこ

センターで行っていましたが、同センターの老朽化や、町

産シイタケが関西の料亭や旅館などで需要が高く、より多

くの供給が求められていることに伴い、新築移転しました。

これまで年間に生産できる菌床は約２０万個だったのに対

し、新しい施設では約３６万個の生産が見込めます。

　式では時岡町長が「町産シイタケの販路拡大や知名度の

向上、ブランド力の向上に期待したい」と式辞を述べました。

　　　　　　　　　　（５月１日　シイタケ菌床培養施設）

い出いっぱいの歌
やまびこコーラス結成 30年記念コンサート思

　名田庄地区の女声合唱団「やまびこコーラス」が結成３０

年を迎え、記念コンサートが開かれました。

　やまびこコーラスは昭和５６年の夏に結成され、現在は４０

代から７０代まで２５人のメンバーがいます。この日は大飯地

域の合唱団「ハーモニー大飯」のメンバーも応援に駆けつけ、

「山のいぶき」など長年練習してきた２６曲に、「合唱を通じて

町を明るくしたい」という想いをのせ、聴衆に届けました。

　やまびこコーラスは、毎週金曜日午後８時から里山文化交流

センターで練習しており、随時メンバーを募集しています。

　　　　　　　　　　（４月２１日　里山文化交流センター）

郷イーグルス県大会へ本
　第３２回高円宮賜杯全日本学童軟式野球大飯郡予選大会の

決勝戦に本郷イーグルスが、３位決定戦に名田庄スピリッツ

がそれぞれ挑みました。

　惜しくも両チームとも敗れてしまいましたが、好天の下、

白熱した試合が展開され、応援席からは大きな歓声が湧き上

がりました。

　準優勝した本郷イーグルスは 5月２０日からの県大会に

出場します。　　　　　　（５月５日　総合運動公園・野球場）

第３２回高円宮賜杯全日本学童
軟式野球大飯郡予選大会

施設概要
延べ床面積　約２，６５３平方メートル
総事業費　　４億２，４４８万円
管理運営者　株式会社　おおい
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米になるのが楽しみ！
名田庄保育園世代間交流保育　田植えお

　毎年恒例となった、名田庄保育園の年長児による田植え。

今年も農家の西忠彦さん（名田庄下区）らの手ほどきを受け

ながら、もち米の田植えに挑戦しました。

　子どもたちは田んぼのカエルやオタマジャクシに興味をひ

かれながら、泥だらけになって田植えを体験しました。

　西さんは「子どもたちが楽しそうな顔で、田植えをしてく

れる姿を間近で見ていると、元気を分けてもらえます」と笑

顔で語ってくれました。 （５月 10日　名田庄下区）

「ござんせフェスティバル２０１２」
（４月２９日・３０日・5月３日・４日　きのこの森）

「山菜まつり」
（5月４日　道の駅・名田庄）

「あまご釣り大会」
（5月１３日　名田庄地域一円）

「かしわ餅づくり・５月のちびっこ会員イベント」
（5月１３日　きのこの森）
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 佐分利公民館 生涯学習推進事業「花見まつり」

　4月 14 日（土）、佐分利公民館生涯学
習推進委員会主催の「花見まつり」が開
催されました。
　佐分利地区約 50 名の参加者の方々が、
観光バスで佐分利から大島までの桜の花
見を楽しみました。約 2時間、車上から
の花見を終え、ふるさと交流センターに

読書会
17日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　一般

ブランケットファミリー
3日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　絵本の読み聞かせ
　　　工作など

布絵本の会
11日（月）
9:30 ～ 11:30
内容　布絵本作り

読書会
「源氏物語を読む会」
14日（木）
13:30 ～ 15:00

 

えほん勉強会
17日（日）
9:30 ～ 11:30

布えほんサークル活動
17日（日）
13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア会員
内容　布絵本作り

( 里山文化交流センター ) ☎ 67-3250

☎ 67-3703

☎ 77-2820

絵手紙教室
17日（日）
13:30 ～ 15:00
講師　渡辺 淳 氏
対象　小学生～大人
参加費　300円
　　　　（ポストカード代）
※申し込みが必要です

フラダンス教室
6日 ,20 日（水）
19:30 ～ 21:00
講師　荒木 和枝 氏

第2回ボランティア養成講座
10日（日）
13:30～15:30
講師　坪川 祥子 氏
対象　一般
内容　読み聞かせの実技指導

ブックスタート
1日（金）
13:00 ～ 14:30
演じ手　図書館ボランティア
場　所　保健センターなごみ

音楽とお話を楽しむ会
26日（火）
11:00～11:30
対象　0歳から4歳までの乳幼児と保護者
内容　日本語と英語のお話・手遊び歌で遊びます。

多聞の会
16日（土）19:30 ～ 22:00
講師　久保 裕之 氏（立命館大学
         教育文化事業課職員）
話題　白川静博士の目指したもの

おはなし会 おひざでだっこ
21日（木）
10:30 ～ 11:00
対象　０～3歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ、手
あそび、わらべうたなど

☎ 77-2445

「中村正義展」
5月9日（水）～8月6日（月）
入館料　300円

中村倫子氏講演会
6月 10日（日）
14:00 ～ 16:00
入館料　300円
要予約／先着 150名様

中村正義ドキュメンタリー映画
         　「父をめぐる旅」の上映会
6月 24日（日）,7 月 15日（日）
13:30 ～ 15:00
入館料　300円
要予約／先着 100名様

戻った参加者の方々は、用意されたお
にぎり、ぜんざい、うみりん焼きに舌
鼓を打ちながら、周囲の桜を満喫して
いました。
　また、佐分利のお茶サークルの皆さ
んによるお茶会やカラオケ大会も催さ
れ、大盛況となりました。

劇団ババーズがやってくる！！
16日（土） 開場 13:00 ～　開演 13:30 ～
出演　劇団ババーズ　　　入場料　無料
劇団ババーズとは…旧美山町（現福井市）を拠点に団員 16名、
平均年齢 76歳の劇団。「下手だけどなぜか笑える」と評判で
県内外で 200回以上の公演を行う。



1111

6月

 「全国訪問おはなし隊」がやってきました

 

英会話教室
◆幼児コース　5日 ,19 日（火）19:30 ～ 20:15  
◆児童コース　12 日 ,26 日（火）19:30 ～ 20:15
◆一般コース　5 日 ,12日 ,19日 ,26日（火）
                  20:30 ～ 21:30
講師　アレン・ローラ氏、センテノ・レベッカ氏

　4月 28 日（土）、講談社の読書推進事
業「本とあそぼう全国訪問 おはなし隊」
キャラバンカーが大飯図書館と名田庄図
書館に来てくれました。
　キャラバンカーには 550 冊もの絵本が
並び、まるで動く図書館のよう！この日
はお天気にも恵まれ、子どもたちはキャ

ラバンカーから思い思いの好きな絵本
を手にとって、青空の下で自由に読書
を楽しんでいました。
　その後、屋内でおはなし隊の隊長
さんやボランティアさんによるおは
なし会が行われ、絵本の読み聞かせ
や紙芝居を楽しみました。

学習掲示板学習掲示板生生涯涯
（総合町民センター）  ☎ 77-1150 （ふるさと交流センター） ☎ 78-1211

第2回歴史教室
30日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　暦会館　藤田館長

暦会館・佐分利公民館連携講座
第 3回暦教室
2日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　暦会館　藤田館長

愛護センター
大飯支部巡回指導
15日 ,29 日（金）
17:00 ～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

絵手紙教室
9日 ,23 日（土）
13:00 ～ 15:00
講師　渡辺 淳 氏

（はまかぜ交流センター） ☎ 77-3011

バランスボール教室
1日 ,8 日 ,15 日（金）
19:30 ～ 21:00
講師　岩澤 恵子 氏

※それぞれ申し込みが必要です

フラメンコ教室
14日 ,28 日（木）
20:00 ～ 21:30 

講師　石田 ちなみ 氏

フラワーアレンジメント教室
1 日（金）
19:30 ～ 21:00 
講師　柿本 紀子 氏

参加料　2,000 円（材料代）

卓球教室
5日（火）
19:30 ～ 21:00
講師　中塚 寛 氏
　　　早川 与志樹 氏

子ども野球教室
23日（土）
BCリーグ 福井エレファンツ vs 富山サンダーバーズ戦 終了後
場所　総合運動公園野球場
対象　小学生～中学生
問い合わせ　総合運動公園　☎ 77-2811

サッカー教室
30日（土）13:30 ～ 16:00
7 月 1日（日）9:30～ 12:00
場所　総合運動公園多目的グラウンド
対象　小中学生、4歳以上の未就学児とその保護者
参加料　100円（保険代）

ゲートボール教室
16日（土）
13:30 ～ 17:00
対象　一般

ヨーガ教室
23日（土）,7月21日,8月25日,9月22日,10月20日
10:00 ～ 11:30
※ 11月以降の日程は、決まり次第お知らせします
講師　小牧 理絵子 氏
場所　うみんぴあの芝生の上（雨天時　あみーシャン）
申込期限　6月 8日　（申込者に詳細連絡します）
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お
知
ら
せ
ら
せ

■おおい町役場■おおい町役場
　℡77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 10 件
死者 0 人
傷者 13 人
物損 89 件

町 （平成24年 4月 30日現在）

人権相談人権相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じています。相談無料で秘密
は固く守られますのでご安心
ください。

労
働
保
険
の

　

年
度
更
新
は
お
早
め
に
！

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
679日

特
設
人
権
相
談
所

行
政
に
つ
い
て

　
　

お
気
軽
に
ご
相
談
を

な
ご
み
保
健
課　
☎
77
・
１
１
５
０

若
狭
消
防
組
合
企
画
課

☎
53
・
５
２
１
２

福
井
労
働
局　
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
７
７
６
・
22
・
０
１
１
２

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
主
に

国
の
仕
事
に
つ
い
て
「
困
っ
て
い

る
こ
と
」
や
「
要
望
し
た
い
こ
と
」

ま
た
は
「
苦
情
」
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

も
し
あ
っ
て
も
直
接
言
い
に
く
い

と
い
う
人
の
た
め
に
、
そ
の
解
決
や

実
現
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
行
政
相

談
委
員
」
で
す
。

　

相
談
は
、
口
頭
、
電
話
、
書
面
の

い
ず
れ
の
方
法
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
や
町
の
仕
事
に
つ
い
て
の

内
容
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
定
例
行
政
相
談
も
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

大
飯
地
域

　

と　

き　

毎
月
第
１
金
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

と
こ
ろ　

あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯

　

担　

当　

福
尾
達
雄
さ
ん（
万
願
寺
）

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

77
・
０
８
９
４

■ 

名
田
庄
地
域

　

と　

き　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　

と
こ
ろ　

名
田
庄
総
合
事
務
所

　

担  

当　

中
野
岩
二
郎
さ
ん
（
納
田
終
）

　
　
　
　
　
　

   

☎ 

67
・
３
２
５
５

　

次
の
と
お
り
、
平
成
24
年
度
若
狭

消
防
組
合
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
人
員

　

・
消
防
吏
員
Ⅰ
種　

２
人
程
度

　
（
大
学
卒
業
程
度
）

▼
受
付
期
間

　

６
月
４
日
㈪
か
ら
６
月
18
日
㈪
ま
で

▼
受
験
資
格

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
、
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

▼
申
込
書

　

若
狭
消
防
組
合
消
防
本
部
ま
た
は

管
内
の
各
分
署
で
配
布
し
ま
す
。

※
消
防
吏
員
Ⅱ
種
お
よ
び
Ⅲ
種
に
つ
い

て
は
、あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

は
、
二
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
の
保
険

料
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

均
等
割
額
・
・
・
４
３
，
７
０
０
円

　

所
得
割
率
・
・
・
７
・
90
％

※
現
状
で
は
、
医
療
費
が
増
加
し
て
い

る
た
め
、
今
回
の
保
険
料
率
の
見
直
し

で
は
本
来
上
昇
と
な
り
ま
す
が
、
抑
制

策
を
講
じ
て
こ
れ
ま
で
と
同
じ
保
険
料

率
に
据
置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
50
万
円
か
ら

55
万
円
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
の
少
な
い
方
や
社
会
保
険
等
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
く
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　

保
険
料
に
つ
い
て

総
務
課　
☎
77
・
１
１
１
１

5
月
31
日
〜
6
月
6
日
は

週
間
週

たばこは肺がんをはじめ
多くの病気の危険因子です！

若
狭
消
防
組
合

　
　

職
員
募
集
に
つ
い
て

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
か
か
る
平
成
23
年

度
分
の
確
定
保
険
料
と
平
成
24
年

度
分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納

付
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
の
申
告
・

納
付
期
間
は
６
月
１
日
㈮
か
ら
７

月
10
日
㈫
で
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
お
り
ま
す
労
働

保
険
料
申
告
書
に
ご
記
入
い
た
だ

き
、
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
申
告
の
手
続
き
は
お
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
労

働
保
険
事
務
組
合
に
事
務
を
委

託
し
て
お
ら
れ
る
事
業
主
の
方
に

つ
い
て
は
、
事
務
組
合
の
指
示
に

従
っ
て
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
日
に
か
か
る
特

設
人
権
相
談
所
を
右
の
定
例
の
日
程

と
は
別
に
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
１
日
㈮

と
こ
ろ　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

住
民
福
祉
課　
☎
77
・
１
１
１
１

6
月
4
日
〜
10
日
は

　
　
　
　
　歯歯

　
　
　
　
　

の
衛
生
週
間
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

運
気
は
未
だ
正
常
に
は
戻
っ

て
い
な
い
。
周
囲
か
ら
の
邪
魔

で
意
見
の
行
き
違
い
が
起
こ
り

そ
う
。
他
人
を
交
え
ず
誠
意
で

話
し
合
う
の
が
大
事
。
理
非
を

弁
え
た
行
動
を
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

運
気
は
平
常
だ
が
俗
に
言
う

八
方
塞
が
り
の
月
。
兎
角
周
囲

か
ら
の
雑
音
が
多
く
行
動
に
制

限
さ
れ
そ
う
。
信
念
を
も
っ
て

自
身
の
路
を
進
む
こ
と
が
第
一
。

し
か
し
自
信
過
剰
は
厳
禁
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

運
気
は
順
調
だ
が
動
き
に

よ
っ
て
大
逆
転
の
恐
れ
も
あ
る
。

何
事
も
慎
重
に
方
針
を
立
て
直

す
必
要
が
あ
る
。
新
規
の
事
業
は

今
は
控
え
、
従
来
の
形
を
守
る
の

が
安
全
。

6月の運気
   （6月 5日～ 7月 6日まで）   （6月 5日～ 7月 6日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
低
迷
気
味
と
な
っ
た
。

兎
角
、
何
事
に
も
骨
の
折
れ
る

事
が
多
く
な
り
そ
う
。
折
角
成

就
し
た
こ
と
も
横
や
り
が
入
り

無
駄
に
な
る
。
常
に
誠
意
で
取

り
組
む
の
が
常
道
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
少
し
ず
つ
上
昇
に
向

か
っ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
と
き

の
我
慢
。
こ
の
機
を
利
用
し
現

状
や
自
身
の
充
実
を
図
る
の
も

一
策
。
将
来
に
備
え
て
十
分
な

構
え
を
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
今
の
と
こ
ろ
順
調
な

れ
ど
、
後
半
に
は
何
ら
か
の
変

化
変
動
が
起
き
る
気
配
も
あ
る
。

思
い
が
け
ぬ
出
会
い
や
離
別
も

あ
り
そ
う
。
遠
方
か
ら
の
吉
報

も
あ
り
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
衰
運
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
は
何
事
も
見
合

わ
せ
現
状
を
堅
く
維
持
す
る
こ

と
が
大
切
。
思
い
上
が
っ
た
行

動
は
身
辺
に
も
迷
惑
を
お
よ
ぼ

す
。
慎
重
な
行
動
が
必
要
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
強
運
。
し
か
し
衰
運

に
似
た
低
迷
な
様
相
も
起
こ
る
。

八
方
か
ら
の
反
発
も
あ
り
心
身

と
も
に
健
全
な
行
動
こ
そ
こ
の

危
機
を
も
越
え
ら
れ
る
。
甘
言

誘
惑
も
多
く
あ
る
要
注
意
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
平
穏
。
身
辺
で
の
大
き

な
変
動
も
な
く
活
気
も
湧
い
て

く
る
。
し
か
し
突
飛
な
行
動
は
と

ら
ず
、
十
分
な
計
画
に
乗
り
確
実

な
道
を
進
む
こ
と
が
常
に
運
気

を
安
定
に
保
つ
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　
明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

二
黒
土
星　
明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　
明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　
大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星

五
黄
土
星　
大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星　
大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生
、
24
生

☆
七
赤
金
星　
大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　
明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星

九
紫
火
星　
明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

        おおい町ふるさと納税寄附状況おおい町ふるさと納税寄附状況

平成２３年度
ふるさと納税寄附金受入実績

件数 4件

金額 140,000円

内　
　

訳

福井県が設置する
「寄付共同受入窓口」で
受け入れたもの

件数 3件

金額 90,000円

おおい町ふるさと納税
寄附窓口で受け入れたもの

件数 1件

金額 50,000円

※寄附者
  大阪府
　上道 浩幸 様　
　　　50,000円

 ※氏名・住所（都道府県名まで）を公表することに同意
    いただいた場合に限り、掲載いたします。
　 （おおい町ふるさと納税寄附窓口で受け付けたものに限る）

　　　　　　　　　　　   （敬称略、順不同）

会　長　　中川　和博　（鹿野）

副会長　　下西　幸雄　（西村）

　　　　　浜田　綱好　（１４区）

　　　　　田中　義信　（名田庄下）

理　事　　柿本　正博　（久保）

　　　　　福尾　達雄　（万願寺）

　　　　　大道　定雄　（宮留）

　　　　　時岡　達郎　（６区）

　　　　　田中　信彦　（１２の２区）

　　　　　大下　利男　（名田庄下久田）

監　事　　髙木　俊弥　（１５区）

　　　　　水井　房和　（名田庄西谷）

区長連絡協議会役員が決まりました

　4月 25日に、役場正庁で区長
連絡協議会が開かれ、新しい役員
が次の方々に決まりました。

中川会長

　　　　　　　総務課　☎ 77・1111　　　　　　　総務課　☎ 77・1111総務課　☎ 77・1111



1414

　　

大
飯
大
飯    

発
電
所

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す

TopicsTopics■ 要員の召集体制の構築および強化

■ 空冷式非常用発電装置の分散配置（リスク低減）

　さらなる安全性・信頼向上のための対策の着実な実施計画を、４月９日に報告しました。
そのうち、ストレステストの審査において一層の取り組みを求められた事項に対する実
施計画について、説明します。

■ 免震事務棟の前倒し設置等

■３号機浸水口の津波による漂流物防護策の強化

■ 陀羅山トンネル内の未使用配管の撤去

■ 消防ポンプの代替の取水地点検討

(1) 常駐要員の強化　　　　　　　　　⇒　運用開始済み
(2) 協力会社による支援体制の構築　　⇒　運用開始済み
(3) 休日の対策本部要員の確実な召集　⇒　運用開始済み

(1) 免震事務棟の前倒し設置　　
　　　　　⇒　平成２７年度運用開始予定
(2) より確実な代替措置の構築　
　　　　　⇒　平成２４年度訓練完了

　(1) 空冷式非常用発電装置の分散配置　
　　　　　　　　⇒　平成２４年１０月完了予定
　(2) 装置横斜面の落石防止柵の設置　
　　　　　　　　⇒　平成２４年６月完了予定

(1) 浸水口手前に、漂流物侵入防止扉設置　
　　　　　　　　⇒　平成２４年９月完了予定
(2) 防潮扉を信頼性の高い水密扉に取替え
　　　　　　　　⇒　平成２４年９月完了予定

・緊急車両通行阻害要因の排除　
　　　　　　  ⇒　平成２４年７月完了予定

(1) 取水地点の漂流物撤去用重機配備　　    　⇒　完了
(2) 代替取水地点の複数選定および訓練実施  ⇒　完了　　　　　　
　　（訓練継続実施）

［落石防護柵イメージ］［落石防護柵イメージ］

［鋼製門扉イメージ］［鋼製門扉イメージ］

［Ｂ中央制御室横会議室の指揮所］［Ｂ中央制御室横会議室の指揮所］

大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,626.1億kwh 5,760日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,638.8億kwh 5,778日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 24年 4月末日現在の数値です。

　 　            原子炉起動時期未定

  　　           原子炉起動時期未定

  　　　　　  原子炉起動時期未定

5月 6月

平成24年

原子炉起動時期未定

［トンネル内頂部の配管］［トンネル内頂部の配管］
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な ご み

いきいき
   6月

まちの人口
平成24年 5月 1日現在　　（　）は前月比

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

保健福祉室　☎ 67-2000

小浜病院

■
　 1 日㈮
■ 15日㈮
■ 21日㈭
■ 19日㈫
■ 1日㈮
■ 22日㈮
■

13日㈬
17日㈰
24日㈰

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,796　　　　　（±０）

   男　　　　　　4,290　　　　　（＋１）

   女　　　　　   4,506　　　　　（－１）

世帯数　　　　　3,188　　　　　（＋１１）

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 24年 4月 12 日から
 　  平成 24 年 5 月 10 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

田中　 穂
ほ の り

乃莉　  女　　 信行・満世　 　　１５区

土井　 ひなの　  女　　 由喬・あずさ 　　山田

松葉　 璃
り き

稀　　  男　　 直樹・友香梨　 　畑村

松井　文太郎　　79歳　　  男　     名田庄西谷

杉本　静子　　　86歳　　  女　     名田庄奥坂本

岸上　昭榮　　　67歳　　  女　     名田庄井上

池田　 ん　　　92歳　　  女　     山田

田中　君枝　　　69歳　　  女　     山田

田中　すゑの　　92歳　　  女　     福谷

石橋　つや子　　94歳　　  女　     岡安

井上　ヨ子　　　98歳　　  女　     駅前

時岡　清彦　　　71歳　　  男　     ３区

嶋田　昭　　　　85歳　　  男　     名田庄三重

山本　達雄　　　85歳　　  男　     名田庄三重

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■
15日㈮

■ 8日㈮
■ 毎週木曜日
■ 20日㈭
■

13日㈬・24日㈰
■

27日㈬

■納田終・井上・中地区 5日㈫ 14日㈭ 22日㈮

■坂本・西谷地区　　 1日㈮ 12日㈫ 21日㈭ 29日㈮

■下久田・久坂・下地区 7日㈭ 15日㈮ 26日㈫

■三重・小倉・美川地区 8日㈮ 19日㈫ 28日㈭

  3日（日）  永谷病院　　      
10日（日）  高浜病院　　      
17日（日）  なごみ診療所    
24日（日）  常藤内科医院　　   

たかさご

 小原　信一　　　　　岡田
（門野） 愛　　　　　　（名田庄中）

 鬼木　賢吉　　　　　名田庄三重
（髙橋） 和美　　　　　（小浜市）

 浦西　真吾　　　　　６区
（治面地） 結加　　　　（岡安）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
　
企
画
課
　
TEL 0770-77-1111　

FA
X
 0770-77-1289　

E-mail kikaku@
town.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
24
年
5
月
22
日
◆

広
報

広
報

▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
取

材
も
兼
ね
、
道
の
駅
名
田
庄
で
開

か
れ
た
山
菜
ま
つ
り
に
行
っ
て
き

ま
し
た
▼
あ
い
に
く
雨
天
で
風
が

強
く
、
規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
山
菜
に
目
が
な

い
自
分
は
、
お
店
に
並
ん
で
い
た

ワ
ラ
ビ
と
高
菜
を
購
入
し
、
大
満

足
▼
帰
り
の
車
中
で
調
理
法
の
名

案
が
浮
か
び
ま
し
た
▼
家
に
帰
り
、

早
速
め
っ
た
に
し
な
い
料
理
に
挑

戦
▼
ワ
ラ
ビ
の
包
装
袋
の
木
く
ず

の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
た
白
い
袋

を
見
て
、「
あ
ー
、山
菜
は
こ
う
や
っ

て
鮮
度
を
保
つ
の
か
」
と
感
心
し
、

ワ
ラ
ビ
と
高
菜
を
細
か
く
切
り
、

生
ク
リ
ー
ム
と
ベ
ー
コ
ン
を
一
緒

に
炒
め
、
味
付
け
し
、
い
い
感
じ

に
火
が
通
っ
た
と
こ
ろ
で
湯
で
上

が
っ
た
パ
ス
タ
を
入
れ
、
完
成
！

お
い
し
そ
う
に
出
来
上
が
り
ま
し

た
▼
食
べ
て
み
る
と
…
少
し
苦
い
。

も
う
一
口
食
べ
よ
う
…
苦
す
ぎ
て
、

も
う
食
べ
れ
な
い
▼
す
ぐ
に
さ
っ

き
の
白
い
袋
に
ピ
ン
と
き
て
母
に

電
話
し
、
灰
汁
抜
き
の
方
法
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
▼
未
練
た
ら

た
ら
大
量
に
作
っ
た
パ
ス
タ
に
ご

め
ん
な
さ
い
し
、
残
っ
た
ワ
ラ
ビ

を
灰あ

汁く

抜
き
し
、
揚
げ
と
一
緒
に

炊
き
ま
し
た
。
美
味
し
く
で
き
た

料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
先
人

の
知
恵
と
試
行
錯
誤
を
し
み
じ
み

と
感
じ
ま
し
た
。（
な
る
と
）

お
お
い
町
の
景
観

お
お
い
町
の
景
観

おおい町川上

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
お
お
い
町
景
観
30
選
に
応
募
さ
れ
た
景
観
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

栃
の
巨
木

              

　

新あ
た

鞍く
ら

林
道
の
傍
ら
に
そ
び
え

立
っ
て
い
て
車
で
気
軽
に
行
け
る

数
少
な
い
栃
の
巨
木
。

　

栃
の
実
は
昔
の
貴
重
な
食
料

だ
っ
た
た
め
、
当
時
の
炭
焼
き
の

方
も
切
ら
ず
に
大
切
に
残
し
て
お

い
た
そ
う
で
す
。

　

永
い
間
、厳
し
い
風
雪
に
耐
え
、

生
き
残
っ
て
い
る
栃
の
木
は
、
春

に
木
一
面
に
白
い
花
を
咲
か
せ
、

九
月
頃
に
な
る
と
実
を
落
と
し
始

め
ま
す
。

　
　
　

写
真
・
文　
　

川
上
区


